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はりえ 「犬とつばき」 田原授産所 堀部 美香 

 
堀部美香さんからのコメント 

この作品は障害者が地域の公民館にあつまって楽しく手芸や、はりえなどをやるあつまりで作った

はりえです。つばきと犬のかたちにはるのがむずかしかったです。手げいをおしえてくださる先生の

作品をさんこうに仕上げました。 

 
 

ホームページ  https://fubonokai-toyohashi.com  
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【豊障連行事】  

さくらピア防災講演会 
 

令和2年9月26日  

於：さくらピア 

 

毎年行われていたさくらピア避難所体験、今年は防災講演会です。新型コロナ禍の現在、参加者を30名

に絞って実施されました。 

その内容は①新型コロナ禍の新しい避難様式②避難所のトイレ事情です。それぞれ興味深い議題であ

り、参加させて頂いたのでそのポイントを報告します。 

 

① 災害時・新型コロナ禍の新しい避難様式(講師:福祉政策課:中村氏・兵藤氏) 

・豊橋市内の避難所(70か所)もコロナ禍の現在、3密を避けるために分散避難を進め収容人員も76千人 

  ⇒54千人に減少している。避難場所も①在宅②避難所③ホテル等④青空避難⑤テント避難等を想定

している。 

・各個人の分散避難については、今まで自宅と指定避難所という事であったが、今後自分の障害や生活

に合った避難先・例えば車、学校、テント、親戚の家、施設等、事前に相談し決めておくと良い。 

 ・感染防止のため、避難グッズにマスク、スリッパ、消毒液、体温計を用意する。 

 ・隣の人との接触を避ける為やせき、くしゃみの予防にダンボʷルの仕切りを活用する。 

 ・人ごみは避け、常に手洗い(20秒以上)を励行し、体調チェックに心がける。 

 

② 避難所のトイレ事情(講師:加山興業:中嶋氏) 

・避難所のトイレは3重苦痛(遠い・汚い・使いにくい)が多い。 

・トイレは我慢しない。⇒我慢するとストレスや膀胱炎、腎盂炎、エコノミー症候群につながる。 

(尿意を抑える秘訣は、小指と薬指のつけ根を60秒強く抑える) 

    ・尿意の少ない飲物・・カフェインの入っていない麦茶、スポʷツドリンク(緑茶は多い) 

  ・簡単に使える非常用トイレは各自で用意するとよい。⇒粉末タイプのトイレは、100円ショップ等 

  にも有り価格も手ごろである。また抗菌携帯トイレの効用は、消臭、水不要、抗菌、すぐ固まる(60

秒)、可燃ごミ処理、⾧期保管可、便利(容量・400ｍl)である。 

 

＊さくらピア避難経路の確認 

・職員が手薄でも、仲間と協力して避難しましょう。 

 ・車いす等で階段が使えない人⇒各階にある避難所に避難する。 

 ・避難経路は複数ありますので、どの経路を利用しても良い。 

・階段は手すりを持って、ゆっくり降りましょう。 

                                           中神 
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私のテレワーク 

私は、「NTT データだいち」という会社で、在宅テレワークを行っています。その様子をできる範

囲で紹介させていただきます。 

【１日の流れ】 

8:45 始業準備 

9:00 「業務開始」 

 勤務開始メールを送信する。 

 各種メールチェック 

 顧客からの案件依頼対応 

10:30～11:00 「朝礼」（TV 会議：skype を使用） 

1 日の予定、案件の進捗状況、相談事項などを共有する。 

11:00～12:00 顧客からの案件依頼対応 

12:00～13:00 昼休憩 

13:00～17:00 顧客からの案件依頼対応 

17:00～17:30 「終業準備」 

 翌営業日に対応することを整理する。 

 勤務終了メールを作成する。 

 17:30 に送信して勤務終了。 

【補足】 

1. 使用する PC：会社から貸与されるノート PC2 台。（案件対応用 および TV 会議用） 

2. 会社方針により、個人の生活リズムに合わせて、柔軟な勤務形態が可能です。 

私の場合、毎週水曜日は 16:00 までの勤務です。 

3. 4～5 人程度のチームで業務を行います。 

4. 社内でのコミュニケーションツールは次の３つです。 

メール，チャット，skype 

【作業風景】 

車いすに座り、キャスター付きの机に PC を置いて作業 

しています。 

【感じたこと】 

ひとりじゃない！ 

上記ツールで円滑に協力して行うことができます。そのため、ひとり孤独を感じることは全くあ

りません。通勤が困難な私にとって、最適な労働環境です。 

以上で簡単ながら、テレワークの紹介とさせていただきます。           森 貴広 

コロナ禍、在宅勤務やテレワ－クとよく言われていますが、以前から

テレワ－クで頑張っている森貴広さんを紹介します。 

紹介 
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に選ばれましたので紹介します。 
 

大すきなみんな 
 
                                小林 咲貴 

 

わたしはしょうがいのため、じぶん一人では歩くことも、立つこ

ともできません。学校に行くのも、出かけるときも車いすを使って

います。大すきなピンク色の車いすがわたしの足のかわりです。 

               歩く練習もします。やりたくないときもあるけど、お母さん 

のおうえんでがんばれます。ないてしまうときもあります。そ 

ういうときはお兄ちゃんもおうえんしてくれます。おうえんし 

てもらうと、がんばろうという気持ちになります。おうえんが 

すごくうれしいです。 

学校に行くときは、お父さんが車いすをおしてくれます。お父さ

んが走ると、耳元で風がビュンビュンなるのがおもしろくて大すき

です。学校が見えると、今日はどんな一日になるのかなとワクワク

します。 

学校に着くと、お友だちが「おはよう。」と声をかけてくれます。車いすをおしてくれるお友だち

もいます。教室が二階にあるので、階だんはお父さんに手つだってもらって上ります。ランドセルは

先生が持ってくれます。上がるとき、お友だちや上きゅう生が「さきちゃん、がんばれぇー。」と声

をかけてくれます。朝からとてもうれしい気持ちになり、パワーをもらいます。   

学校で一番楽しいのはお昼休みの時間です。お友だちと本を読んだり、カルタやお絵かきをした

りします。いっしょに遊ぶと、心がうれしくなります。下校時間も楽しみにしていることの一つで

す。同じ帰り道のお友だちと話しながら帰れるからです。わたしの帰りをまって、車いすをおしてく

れるお友だちもいます一年生のころは車いすのおし方がこわい時もあったけど、今は安心しておし

てもらえます。六年生のお姉さんや中学生のお姉さんが車いすをおしてくれる時もあります。一年

生や二年生の子が車いすをおしたいと言ってくれる時は「車いすがたおれてしまいそうでこわいな。

どうしようかな。いやって言ったらどうなるかな？」と思い、だまってしまいます。そういうとき

は、お母さんが「お母さんがおすのを手つだってあげるから、そうしたらだいじょうぶ？おしてもら

う？」とたすけてくれます。お母さんが手つだってくれていても「だいじょうぶかな？」と思ってし

まいます。一年生や二年生の子におしてもらうのは心ぱいだけど、声をかけてくれるのはうれしい

です。 

 体が思った通りに動かせなくてくやしいときもあるけど、お友だちや先生、家ぞくのお手つだい

で楽しくすごしています。わたしはやさしいみんなが大すきです。お母さんは「歩けないからってが

まんしなくていいよ。何でもやってみたら？」と言います。これからもみんなに手つだってもらいな

がら、いろいろなことにちょうせんしていきたいです。 
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【豊障連行事】 

豊障連文化祭    

 令和 2 年 11 月 10 日～11 月 15 日  

さくらピア 

 

今年の文化祭は、コロナ感染予防を踏まえ作品展のみ開催されました。 

作品は障害児者団体、施設関係、サʷクル活動等、各自腕をふるって作製した絵画、さおり織り、

書道、和紙工芸、寄せ植え等多くの作品が展示されました。 

父母の会からはふくふく、笑い太鼓の皆さんが作品を展示してくれました。心のこもった素晴ら

しいものばかりで参加者は感心しながら見て廻りました。 

来年は通常の文化祭を楽しみにしたいですね。                     TN   

 

  

  

           文化祭            ふくふくの皆さんの作品 

 

 

 

 

                笑い太鼓の皆さんの作品 
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令和 2 年 9 月 12 日実施 

 

令和 2 年 9 月 12 日（土）、「東三ブロック父母の会児童部」「豊橋あゆみ学園」共催でオンライン座談

会を行いました。 

コロナ禍で様々な行事を中止せざるを得ない中、Zoom を利用してのオンライン開催ならどのような世

情になってもできるのではないかと考え、初の試みでしたが無事に開催できましたので報告させていた

だきます。 

豊橋市・中神会⾧、豊川市・中村会⾧、田原市・河合会⾧にもご参加いただき、終始和やかな雰囲気で

進みました。 

 

参加人数 23 名 

 内訳：特別支援学校在学中・保護者 9 名 

      生活介護施設通所中・保護者 5 名 

      地域の学校在学中・保護者   4 名 

母子通園施設在園中・保護者 2 名 

      生活介護施設通所中・本人   1 名 

      母子通園施設・職員     1 名 

      その他             1 名 

 

上記 23 名を Zoom の「ブレイクアウトセッション」という機能を利用し 4 班に分け、同じお題を各グル

ープで話し合ってもらいました。 

 

お題 1 
通っている施設、学校でどんな感染防止対策が行われているか？ 
それに対して思うことはあるか？ 
 
１班 

・検温を頻繫に行っている。スクールバス用・学級提出用・連絡帳と朝は 3 か所に体温を記入。（特別支

援学校、以下特支） 

・チェックシートに登校前は保護者が検温数値を記入し、登校後・昼・下校前の 3 回は学校で検温しても

らい、チェックシートに記録を残している。（特支） 

・熱がこもりやすい体質なので学校や病院、飲食店などでの検温に引っ掛かってしまうため、困ってい

る。 

・感覚過敏でマスクができないので、他人の目が気になる。 

・休校中に、オンライン授業や YouTube 配信をしてくれた。（特支） 
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2 班 

・玄関に消毒マットがあり、その上を車椅子で通って消毒している（特支） 

・登校時、玄関で先生が手指消毒をしてくれる。（特支） 

・スクールバスに乗せる前に口頭で体温を伝え、手指消毒をして乗っているが、親がバスの座席まで付き

添うのに親には消毒を義務付けられていないので、なるべく手すりなどを触らないように気を付けて

いる。（特支） 

・北棟、中棟、南棟とある学校で、密を避けるために玄関を通らずに直接北棟へ送っていくシステムにな

っている。（特支） 

・給食は、医療的ケアのある子が食堂（1 つのテーブルの人数も減らし）、ない子は教室と分けられてお

り、どちらも換気が徹底されている。（特支） 

・母親と、職員はマスクを徹底しているが、こどもは感覚過敏の子も多いので強制されていない。（母子

通園施設、以下通園） 

・療育活動中は換気の徹底がされている。（通園） 

・人数も多く、立位板、歩行器などの大きな装具もあるので場所が取れずに密になってしまう。（通園） 

3 班 

・コンサートへ行くのが趣味だが、安全面を考慮して行っていない。（生活介護施設、以下生活介護） 

・普段から対策はしており消毒液等を持っていたが、3,4 月は値段の高騰があり困った。（生活介護） 

・保健室が 2 部屋用意されるようになり、発熱している子、そうでない子と分けられている。（特支）→

保護者に周知されていないことが残念。 

・聴覚障害があるとマスクは口唇が読めず困る。職員がマスク、利用者の多くがフェイスシールド→コミ

ュニケーションしづらくないか？（生活介護） 

・見学者の方がみえても窓越しの見学にしてもらっている。（通園） 

・大きな病院は一方通行になっていた。 

4 班 

・換気の徹底がされている。（生活介護） 

・熱がこもる体質で困っている。（生活介護） 

・消毒液 1 つとっても何が本当によいのか正解が分からず情報に振り回されている。（地域の学校、以下

地域） 

 

お題 2 
今、困っている事。また、それに対する対処方法やストレス解消法は？ 
 

1 班 

・趣味のバスケットボール観戦に行けずに我慢している。（生活介護） 

・修学旅行の学齢だが、泊りを経験させてあげられるのか、どうかはっきり分からず子供への説明に困っ

ている。（特支） 

・マスクをすると呼吸困難になってしまうが、外出時どうしても人目が気になる時は鼻を出してしてい

る。 
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2 班 

・外出できずにきょうだい児にストレスが溜まっている。近くの公園や川の土手を散歩したりするよう

になった。（通園） 

・放課後等デイサービスも利用を控えているので運動不足、体力低下が心配。（特支） 

・市民病院の受診が不安で近所の小児科にお世話になった。（通園） 

・職場からコロナを運んでしまうのではないか、と不安。（特支） 

・冬になったらインフルエンザとコロナが同時に流行るのではないかと不安。 

3 班 

・マスクをしていないと人目が気になるので、ヘルプマークのようなしるしがあると助かる。 

・フェイスシールドは、カーマや 100 均にもあるので利用してみてはどうか？（生活介護） 

・気分転換に、散歩、ドライブ、密でない映画鑑賞、テイクアウトをして美味しいものを食べる、など工

夫している。（生活介護） 

・学校が一番の気分転換になっているので土日は家でゆっくりでも今は気にならない。 

・半年間休みのショートステイがあり困っている。 

・通園施設のお子さんは、ピクニックをして楽しんでいる家庭もある。 

4 班 

・遊びに行けないので、ゲームばかりしている。（地域） 

・生活介護施設はずっと動いていたので助かった。 

・その家庭やその親の価値観の違いがあるので、子供への説明に困っている。（地域） 

 

以上がグループディスカッションの主な内容です。 

 

最後に、東三ブロック⾧の後藤さんより 

「コロナ禍で様々な行事が中止になり、特定の人としか会えない状況だったので、この会が少しでも気分

転換になってくれたらと思います。」 

とのお言葉を頂きました。 
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【愛肢連行事】 

わいわいカーニバル開催!! 

令和 2 年 11 月 7 日 

 

  わいわいカʷニバル 2020 が 11 月 7 日開催されました。 

 今年は、コロナ感染予防を踏まえ、例年のような行事は実施できず、会場を分散(主会場の岡崎や豊橋、

一宮等)、または自宅でのオンライン参加です。豊橋では豊橋会場(ほいつぷ講堂)23 名、岡崎会場 10 名、

自宅参加 9 名の総勢 42 名の方が参加されました。 

 開会の挨拶後、みんなでパプリカを踊り、豊橋会場では 3 チʷムに分かれてボッチャに挑戦です。み

んな各自の良さを生かし、また補助具を使ったりしてボʷルを投げました。一投ごとに笑顔がこぼれ楽し

いひと時を過ごしました。その後は三河高校の生徒さんたちによる三河乱舞を観賞しました。 

  コロナ禍の時代、いろんな行事が中止になり外出もままならず楽しむ機会も少なくなっていますが、こ

ういった行事の開催も必要だなと思いました。                    中神 

 

感想文を書いて頂きましたので、紹介します。 

＜わいわいカーニバルに参加して＞ 

『わいわいカーニバル 2020』に参加しました。 

 コロナ禍で今年は、おうちでフェスティバルということで岡崎市の武道館以外に豊橋会場(ほいっぷの

講堂)と自宅で ZOOM や You Tube による参加が可能でした。ZOOM で離れている会場とも繋がってい

て、準備体操のパプリカをみんなで踊りました。 

 豊橋会場では感染対策をしながらボッチャのボールを使用したゲームを考えて頂いたおかげで楽しめ

ました。 

 愛産大三河高校によるよさこいの演舞を鑑賞していて、息子が「うらじゃあるかなぁ」と楽しみにして

いる様でした。その時は気づきませんでしたが、うらじゃは手と手を取って踊る所があるので、このご時

世ではできなかったんだと思いました。 

 プログラムは例年とは異なった『わいわいカーニバル』でしたが、中止になる行事がある中実施して頂

きありがとうございました。 

  来年は一つの会場に集合して、みんなで楽しめるといいですね。       島田 侑歩 (母:育己) 

     

 

 

 

 

 

 

 

ゲームを楽しむ侑歩君          豊橋会場・全員でハイポーズ 
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令和 2 年度 第 1 回あゆみ学園Ｑ＆Ａ 報告書 
 

令和 2 年 11 月 11 日 

於： 岩西保育園遊戯室 

 

 例年では年 5 回程あゆみ学園へ伺いお母さん方と話をさせて頂いていたのですが、今年度は新型

コロナウイルスの流行により 11 月にようやく第 1 回目を行うことができました。 

父母の会からは中神会⾧、児童部スタッフ 8 名。田原市の就園について話をして頂きたく、会員外

の保護者さん 1 名にも話し手として参加をして頂きました。 

あゆみ学園からは、20 名程の保護者の方に参加をして頂き、コーディネーターの田中先生に進行を

お願いしました。 

 まず、スタッフが「あゆみ学園で頑張ったこと」を全体に向けて話し、その後 3 つのテーマに分

かれて質疑応答を行いました。 

                                    ⇒次のページにつづく 
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・母子通園をすることにより、規則正しい生活を身に付けることができた。 

・幼少期は月の半分程の入院をしていたが、だんだん体力が付き、学校へはほとんど休まず登校で

きている。 

・あゆみを卒園して他の通園施設などへ行ったときに、自分の子供の苦手な事を具体的に説明でき

るようになった。（例：○○はできない、ではなくこうすれば○○もできる） 

・同じ障害児を育てている、という母同士の繋がりが今でもかけがえのないものとなっている。 

・入園当初は子供も泣いてばかりで通っていても意味がないのでは？と思ったこともあったが、先

生方の専門的かつ温かいフォローで何とか通うことができた。 

・人懐っこい性格に育ってくれた。 

・あゆみを卒園した後にいろんな調べ事や勉強をしていても、最終的にあゆみでの療育に繋がるこ

とに気づいた。 

・母同士で意見交換をしていた時に、叱り方で教わったことがある。 

「なんでできないの？」と子供に言うのではなく、できない理由を一緒に考えたほうがいいよと。 

・子供と 24 時間一緒に居られる時間は今だけなので、どうか今を一緒に楽しんで過ごして欲しい。 

・1 年目は泣いてばかりだった子が、今では全く泣くことが無くなったので、今の状況を悲観せずに

変わっていく事もあることを知ってもらいたい。 

・今は地域の小学校へ通っているが、母子通園をしなければ子供のことも、療育の仕方も分からな

いままだったので通って良かった。 

・人脈を作ることができた。 

・障害を持った子をどう育てていいかわからなかったが、一つ一つの遊びに意味があることを知り、

今でもそれが役に立っている。 

・母子通園ができるのも母自身や周りの家族も若くて元気だからできること、だと思うので今のう

ちに頑張って欲しい。 

・母子通園施設へ通いたくても、障害の状態で入園できないこともある。子供の成⾧を見ているこ

とができるのならば、楽しみながら通って欲しいな、と思います。 

 

Ｑ：どんなことに困っているか尋ねたところ、何をどうしたらいいか何に困っているのか分からな

いとのこと。 

Ａ：まずはいろんな学校へ見学に。 

 予算の都合もあり年⾧の夏ごろには支援学校か地域の学校かを決断しなければいけないので、年

中や年少の早いうちに見学しておくことを勧める。学校へ直接電話をかければ対応してくれる。 

・地域の学校の支援学級も実際見ないとわからない。また早めに関係性を作って色々聞いておい

たり要望を伝えたりすると良い。学校によって対応はさまざま。 

・支援学級には知的級や情緒級以外にも、肢体不自由級や病弱虚弱級などもある。新設すること

もできる。 

・支援員などの配置も自治体によって違う。またこれも予算があるから早めに要望は伝えたい。 
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・進学先の決定は、親の希望が反映される。親はきょうだい児のことも併せて考えて判断してい

る人もいる。 

どこがいいかの判断は、その子によって違うと思う。やはり見学に行って直接見てくるといいと思

う。それぞれの学校のいいところがある。 

内容：息子の保育園の時の話をざっくりと話し、田中先生からの質問に答える形で進めました。保護

者が知りたいことを上手に質問してくれました。 

・ 加配のこと、リハビリのこと、相談先のこと、発達段階に応じて療育か保育園かの見極め、保育

所等訪問支援、こども発達センターの巡回相談について田中先生より 説明していただく。 

・保護者発信の支援と園や学校発信の支援。地域に出たあとも支援はつながっていくことを伝える。  

Ｑ：兄弟と同じ幼稚園希望だが加配がつけられなくなったとの相談 

Ａ： 安全面についてはよく話し合ってお互いが合意できるところを探して いくといいと伝える。 

幼稚園は見送り療育に通うことも考えているとのことだったので、１年療育に通い、園が加配をつ

けてくれる返事を待つのも選択肢かもと伝えました。  

内容：「くらたぁ」の福祉サービス一覧資料を配布 

・福祉サービス利用がなく質問に戸惑っていたので、こちらから現在利用すると母のレスパイトや

助けになる福祉サービスを紹介（ヘルパーや移動支援等） 

※ヘルパーに関しては利用しているスタッフが体験談を話す。 

利用を考えたとき、ヘルパーさんとはいえ、よその人を家の中に入れるのは躊躇したが思い切って

利用を決断。ヘルパーさんが「支援する子を中心に見ているので家の中は気にしていない」と、言っ

てくれたときは安心した。しんどい時は気にせず利用したほうがいい。 

・いずれにしても利用する際は、それぞれに申請基準があるので、利用したいサービスがあれば相

談員に相談するようアドバイス。 

Q：相談員はどうやって探せばいいか？ 

 現在はあゆみの相談員を利用しているが、卒後は自分で別の相談員を探すように言われている。   

 しかし全く探し方がわからない。 

A.：市役所福祉課で相談支援事業をしている事業所一覧をもらう 

  その際に自分の子に合う事業所を紹介してもらう 

 ・あゆみ以外の相談員を利用している母達から情報をもらう 

           ⇒全相談員の総括をしている『ほっとぴあ』で相談がベスト 

Q：放課後等デイサービスには絶対通わないといけないか？ 

 働いている母でないと利用出来ないのか？また障害程度により断られることはあるか？ 

A.：あくまで福祉サービスなので利用したい場合だけ利用すれば良い。また働いていなくても利用

は可能。 

・放課後等デイサービスを利用する際はどういう目的で利用したいのか（療育型・勉強型・遊び型
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等）を明確にして、それを元に事業所を選択すると良い。 

・各事業所で、定員があるので自分の希望した事業所に入れない、希望日数利用出来ないことはあ

るが、障害を理由に断られることはほぼない。但し、肢体の子の場合は環境が整っていない、利用者

が発達障害の子が主な事業所においては危険との理由で断られる場合もある。 

 

最後に・・・相談員や放課後デイサービス等、一度契約したら変更出来ない訳ではない。親との相

性、子との相性の問題もあるので合わない場合は我慢せずに変更したら良いと伝える。 

Ｑ：きょうだい児に「どうして障害児ばっかり！」と言われてしまうが・・・。 

Ａ：うちは、医療ケアがあるので、常に障害児の側にいる事が多いが、家ではきょうだい児も常に

一緒に近くに居させて遊ばせている。障害児のケアをしながら本を読んだりテレビ見たりおもちゃ

で遊んだりしています。2 人での時間も作っています。 

・うちもそうだった。（きょうだい児が）甘えてくる時は全力で甘えさせてあげる。同じように大

好きだと言うことを伝え続ける。 

・きょうだい児の成⾧とともに理解してくれると思う。 

・あゆみの時間は障害児に集中するので、家にいる時は、きょうだい児中心に目を向けるようにす

る。きょうだい児と２人きりの時間を作る。 

Ｑ：きょうだい児の周りの人に打ち明けるタイミングはいつ、どんなとき？ 

Ａ：うちは上が障害児で下が今、年⾧。保育園のお母さんと話すような事があって話の流れから、

兄が障害児だと話す事もある。下の子の友達には、小学校に上がったら話そうと思っている。 

・うちはきょうだい児が小さいうちに障害児を地域に連れて行かなかったので、きょうだい児の周

りに自然に分かってもらう環境を作れなかったことを後悔している。 

大きくなってから打ち明けるのはハードルが高いように思う。 

・きょうだい児が障害児のことを周りに隠すようなら無理強いはせず本人の希望に沿うようにして

いる。 

・きょうだい児本人の気持ちを大事にしてあげてほしい。 

Ｑ：障害児がきょうだいにいることは、きょうだい児にとって、かわいそうな事と思ってしまうが

‥  

Ａ：私もあゆみに通い始めの頃は不安ばかりで思い詰めていました。(隣の席のお母さんと話しま

した)あゆみで、自分自身が他のお母さん方と話す事で、段々と考え方も変わりました。せっかく

あゆみに通っているので、沢山お話してください‼ 

周りの目が気になる時期もあるが、そのような事はないと思う。コロナが落ち着いたときには、あ

ゆみの行事等に参加して、きょうだい児どうしの交流を図るのも大切。 

・親がきょうだいどちらとも大好きだということをきょうだい児がしっかり分かってくれれば、意

外と自分が可哀想だとは思わないと思う。 

 

最後に中神会⾧より、父母の会の説明をして頂きました。初回でしたが、和気あいあいとした雰囲気で行

うことができたと思います。次回は 1 月 21 日（木）を予定しておりま 
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令和２年度の国・豊橋市の補助事業 

木造・平屋建 595 ㎡ 西幸町東脇 

今春、障害福祉サービス事業所「すみれ」が西幸町東脇にオープンします。「すみれ」はしろがね同

様、在宅で生活をする重度の障がいのある方々に、障がいに応じた看護、介護、リハビリを提供し、

「生き生きとした生活を送っていただく」ための、生活介護事業所（定員 40 名）です。 

専門講師による文化活動（音楽や絵画等）やレクリエーションなどの様々なサービスを準備し、生き甲

斐のある生活を送っていただきます。 

【特徴】 

看護師複数名による医療的ケア 

車いすから降りて休める静養室（10 床） 

理学療法士によるリハビリテーション 

寝浴・ミストシャワー浴・一般浴の浴槽を設置 

浴室・静養室への介護用リフターの設置 

送迎サービスの実施 

同性介護を基本とします 

  

 

 

 

 

 

 

 

しろがね関連の事業 

生活介護：しろがね 40 名 すみれ 40 名 

日中一時支援：障がい児の体験的な受け入れも実施 

訪問介護：居宅介護、重度訪問介護、行動援護、移動支援 

  ※珠藻荘、あかね荘の短期保護と連携 

 

しろがねとすみれの情報は「さわらび会ホームページ」「しろがねフェイスブック」にて 

発信しています。 

明日香による日中支援型グループホーム「すみれホーム」が隣設 

〖ご相談・お問い合わせ〗 障害福祉サービス事業所 しろがね 

〒441-8124 豊橋市野依町字山中 19-12  ፥፦፧፨፩0532-48-1032 

看護師による医療的ケア 屋外活動 

社会福祉法人さわらび会 
障害福祉サービス事業所 すみれ 新設 
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ご案内 

問合せ先 総合動物園 事務⾧補佐 多米田 

              主査 後藤（電話 41-2186） 

中
日
新
聞
よ
り 
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あいトピア 1F 

テイクアウトもできます！
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小林 咲貴 

（こばやし さき） 

 

【学校名、年齢】 

牟呂小学校三年 9 歳 

 

【好きな事・好きな物など】 
すみっコぐらしのしろくま 

【趣味・得意なこと】 
  かわいい小物集め 
【自己 PR・みんなに言いたいこと】 
 毎日楽しく学校に通っています。 
お友達と遊ぶのが大好きです。 
歩行器のリハビリも頑張っています。 

 
 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【好きな事・好きな物など】 

 サザエさんが、ほのぼのしていて大好きです。 

お笑いも好きです。 

【趣味・得意なこと】 

 いろいろなアニメを観ている時が楽しいです。 

【自己 PR・がんばっていること】 

自分の気持ちを周りの人に気づいてもらえる 

ようにアピールすることをがんばっています。 

 どこかで見かけたら声かけてください。 

 

 

   土本 教貴 

（つちもと のりたか） 

 

【通所施設名、年齢】 

授産所ふくふく 

34 歳 

 

【好きな事・今後の夢】 
絵を描くこと。 

 
【趣味・得意なこと】 
 さおり織 
 
【がんばっていること・みんなに言いたいこと】 
 自分の事は何でも自分でするようにがんばっ

ています。 
 

【好きな事・今後の夢など】 

健康に気をつけ、四季の生活を楽しみたい 

【趣味・得意なこと】  

映画鑑賞 

【自己 PR・みんなに言いたいこと】 

好きなことば：十人十色、 

好きな芸人 ：ダウンタウン 

好きなアニメ：名探偵コナン 

好きな食べ物：肉、桃 

 小森 郡 

(こもり ぐん) 

 

【通所施設名・年齢】 

 シーサイド吉前 

 しろがね ２０歳 

 

  金子 昌義 

（かねこ まさよし） 

 

【通所施設名・年齢】 

ふたば・６４歳 

No.２６
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１月 ９日（土） ○はたちのつどい・あいトピア            

１月２１日（木） ○父母の会Ｑ＆Ａ委員会・あゆみ学園          

２月２８日（日）  豊障連＆北ライオンズクラブ懇親ボーリング大会 

３月２７日（土）   定期総会・あいトピア 

 

 

〇印の参加募集はありません 

 

※予定は順次ご案内いたします。 

急な変更・中止となる場合がございます。ご了承のほどお願い致します。 

 

☆あとがき☆ 

・今回の表紙は堀部美香さんの作品です。素敵な作品をありがとうございます。 

・「父母の会ふれあい短期介護支援」「父母の会入院付添い支援」を活用しましょう。短期介護支援や入

院付添い支援は緊急時や入院時に見てもらう人がいないとき、同居以外の親族等にみてもらい、その介

護支援費用（1 日 4 時間以上・5,300 円）のうち 4,500 円を父母の会で負担するものです。使ってみたい

と思われた時、分からない事があった時には遠慮せずにご相談ください。会員の皆さまのご意見、ご要

望を受けてより利用しやすい事業にしていきたいと思っています。 

・父母の会相談員は中神達二、鈴木智江子、後藤久代、星川広江、磯田周平、尾崎博美、奥平久美子で

す。悩み事・心配な事、何でも気軽に相談してください。 

・原稿や感想文を寄せていただいた方には、クオカードまたは図書券をプレゼントしています。積極的

に投稿をお願いします。 

・新会員も大募集中です。隣近所でまだ父母の会に入会されていない方がありましたら是非ご紹介くだ

さい。手帳をお持ちであれば障害の種別は問いません。 

・年会費は￥2,000 です。年会費は振込みも出来ます。年会費がまだ納めてない方は下記の振込先に振

り込みをお願いします。（できるだけ同封しています振込用紙をご使用ください） 

ゆ う ち ょ 銀 行  口 座 番 号 00840-1-135126  加 入 者 名  豊 橋 市 肢 体 不 自 由 児 ( 者 ) 父 母 の 会         

ゆうちょ以外の銀行等からの振込の場合 ゆうちょ銀行:店番 089 口座番号 0135126 口座名:同上 

＜お願い＞                                             

・いろいろな行事について出席のご返事のあと変更になった場合は 中神 まで電話または FAX かメール 

にてご連絡お願いいたします。                                   

  TEL：0532-23-3217   FAX：0532-23-4830  E-mail：rsa34375@nifty.com  

 

 


